
①圃場　ハウス②試験内容 ③開始日 ④終了予定 ①第４　A ② ③ ④

①第４　B ②ミニトマト品種比較試験 ③ 2023/7/28 ④ 2024/6月 ①第４　C ②大玉トマト品種比較試験 ③ 2023/7/28 ④ 2024/6月

①第４　D ②バラエティートマト品種比較試験③ 2023/8/27 ④ ①第４　E ② イチゴ栽培試験 ③ ④

①第４　J ②品種・作型・仕立て方比較試験③
2022/10/6
年2作型は3/20改
植

④年1作型　7/末
年2作型　9/末 ①第４　I ②高糖度ミニトマト品種比較試験 ③ 2023/8/18 ④ 2024/7月

-

品種は勇翔・プレスト・ニーナＺ、台木は全てゆうゆう一
輝黒。今作は、年1作・2作の比較や仕立て方の違いが
年間収量に及ぼす影響を調査します。
　年1作型は７月いっぱいで終了しました。残りは年２
作型の列のみで、こちらは９月下旬まで栽培継続予定
です。室温が30℃を毎日超えるようになると、草勢が
弱まり、雌花の数が減少するため、節数の割には収量
が伸びなくなります。やはり真夏はキュウリのハウス栽
培は厳しい時期と言えます。

8/18定植 8/18に定植を行いました。
給液EC2.0からスタートしています。

８/２５日に定植を行いました。
今年度もプラムや中玉トマト、黄色やオレン
ジなど
様々なトマトを栽培します

7/21に406穴のセル苗を直接定植しました。
育苗期間の短縮を目的としています。
その他試験も準備を進めています。

キュウリ 圃場写真②
高糖度
ミニトマト

圃場写真① 圃場写真②

7/28に定植を行いました。
現在、開花段数は3～4段。
花数は少なめとなっています。
給液はEC1.0からスタート、徐々に上げていく
予定です。

7月28日に定植を行いました。
8月中旬より、開花始まり、現在ホルモン処理
を
行っています。

バラエティー
トマト

イチゴ

直近の環境データ・管理方法（晴天日）

※特に表記のないものは
設定と実測の温度を示しています

今月の状況
と

今後の管理
８月下旬定植予定です。

ミニトマト 圃場写真① 圃場写真② 大玉トマト 圃場写真① 圃場写真②

農場通信　2023年　9月号 2023/8/25

トヨタネ研究農場の「今」をお知らせ！　　圃場の写真と、環境データ・管理方法も合わせてご覧ください！

品目

圃場写真① 圃場写真② 大玉トマト 圃場写真① 圃場写真②栽培中

栽培準備中

今月最終
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①第1　Q ②コマツナ品種比較試験 ③ 2023/7/20 ④ 2023/8月 ①第３　M ②アスパラガス栽培試験 ③ 2023/6/2 ④周年

①第６　露地 ②キャベツ品種比較 ③ ④ ①第7　露地 ②緑肥試験 ③ 2023/4/13 ④

①第８ ②高糖度栽培収益確認試験 ③ 2023/8/18 ④ 2024/７月下旬 ①第２　露地 ②ブロッコリー品種比較 ③ 2023/8/21 ④

8/18に定植しました。
品種は麗旬、台木はアーノルドになります。

今作は「高糖度トマト安定生産技術開発」の３年目とな
ります。1、2年目で肥料処方や日窒素施用量の最適化
を行い、３年目は増枝による増収技術の確立を目指し
ます。

目標糖度は７度以上で収量は反あたり18トンです。
収獲開始は11月初旬頃を見込んでいます。

1作目：7/25播種　8/21定植
2作目：8/16播種済み

8月21日に定植を行いました。
ブロッコリー・カリフラワー併せて、20品種栽培
しています。
10月下旬以降の収穫予定です。

冬キャベツ
①年内作　8/23定植
②年またぐ作　9月上旬定植
③年明け作
④3～4月作

春キャベツ
　年明け作

8/23に11月収穫の作を定植しました。
定植直後、大雨に見舞われましたが順調に生
育しています。
今後も順次、播種・定植を行っていきます。

4/13 播種
7月 すき込み予定
8月 キャベツ定植

8月下旬にキャベツを定植し、生育の様子を確
認します。

高糖度トマ
ト

圃場写真① 圃場写真② ブロッコリー 圃場写真①

7/20に播種を行いました。
お盆明けの8月16日に収穫調査を行いました。

次作は、9月上旬の播種を予定しております。

アスパラの「枠板式栽培」の実証試験。
枠板で隔離したベッドにココバッグの中身を
入れて養液栽培をします。
空きハウスで無加温作物の一つとして提案
できれば面白い。品種も新しいタイプ3種類を
含む、計6種類試験します。
今作は株を育てて、収獲は来年春からです。
夏の暑さでややバテ気味？

キャベツ 圃場写真① 緑肥 圃場写真① 圃場写真②

コマツナ 圃場写真① 圃場写真②
アスパラガ

ス
圃場写真②

-

-

-

標準仕様（奥行C鋼）

誘引角パイプ

22Φ直管パイプ

C鋼 60x30

40Φ暗渠パイプ+砕石

あぜ板（安全興業）

ココバッグ培地

（レギュラー・プロ混合）
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開き防止（22Φパイプ）


